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（2017年度のCO２排出係数、日本テクノの調整後の係数 0.447kg-CO²/kWh を使用した。）

　業務部　：   業務管理(経理、総務、システム)・営業(仕入、販売)
　現業部　：  古紙の梱包・選別・受入計量・下ろし作業・積込出荷
　輸送部　：　古紙輸送・古紙回収
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     (4)使用材料は環境負荷の少ない原料使用資材の購入促進

     (5)古紙の品質管理を徹底し顧客への環境関連サービスを推進

３．環境コミュニケーションを通じて、環境活動の状況を内外に伝達する。

2

２．環境目標及び行動計画として下記の重点項目を設定し、必要に応じて見直すことによって、
　　環境経営方針に整合した活動を行う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 改訂     : 2012年2月13日
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 改訂     : 2011年2月21日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 改訂     : 2022年4月 1日

代表取締役社長　野田　豊治

2022年4月1日

環　境　経　営　方　針

４．全従業員に、この環境経営方針を周知する。

王子浮間古紙センター株式会社

     (3)節水など水資源使用量の低減推進

     (2)廃棄物の徹底的な分別によるリサイクルの推進

     (1)二酸化炭素排出量削減の為に省電力など省エネルギーの推進

王子浮間古紙センター株式会社は、古紙回収事業を通じて我が国の今日的課題である資源循環型社会形
成への一翼を担っていることを認識し、環境への負荷の低減と汚染の予防に努め、積極的に環境に配慮
した企業活動を行う。

１．エコアクション21に基づく環境経営システムに取り組み、環境関連の法令、条例等の規制事項を
遵守するとともに、地域･業界･顧客の環境関連要求事項に配慮しつつ、環境活動の継続的改善を図る。



1.組織の概要等
1)組織の概要
（1）事業所名及び代表者名
　事業所名　　 王子浮間古紙センター株式会社
　代表者名 代表取締役社長　　野田　豊治
（2）所在地
　本社及び工場 東京都北区浮間５丁目１１番７号
（3）担当役員（環境管理責任者氏名）連絡先
　環境管理責任者  角　昌則
　連絡先 電話　 : 03-3967-6236　　Fax 03-3967-6238　

E-mail : ojiukima-pr@mx3.alpha-web.ne.jp
（4）法人設立年月日 2002年4月1日
（5）資本金 10.000千円
（6）売上高 　　375,379千円(2022年度)
（7）組織図

（8）事業活動の内容
　業務部　：   業務管理(経理、総務、システム)・営業(仕入、販売)
　現業部　：  古紙の梱包・選別・受入計量・下ろし作業・積込出荷
　輸送部　：　古紙輸送・古紙回収

(9) 対象範囲
　全組織・全活動

2)許可・登録の内容
①産業廃棄物収集運搬業許可証　（東京都）
　許可番号　　 ： 第１３-００-１０３６０９号　
　許可年月日　： ２０１８年５月２６日
　許可の有効年月日　; ２０２６年５月２５日
　業の区分　：　収集・運搬(保管・積替えを除く)
　産業廃棄物の種類　：廃プラスチック類、紙くず、木くず、金属くず、ガラス・コンクリート・陶磁
　　　　　　　　　　　　　　  器くず、以上5種類
②古紙商品化適格事業所
　登録番号　： 　認定番号　Ｃ-０１-０１６-０１
　認定機関　：　全国製紙原料商工組合連合会
　認可年月日：　２００７年９月Ⅰ日
　更新年月日：　２０２３年４月１日　　
　有 効 期 限：  ２０２６年３月３１日
③エコアクション21
認証・登録番号　：　０００２３９２
認証・登録日   　：　２００８年４月７日　
更新審査適合    ：　２０２２年４月７日
有 効 期 限       ：　２０２４年４月６日
認証機関　　      ：　一般財団法人　持続性推進機構

3)事業の規模・施設等の状況
①従業員数　:  １２名　
②事業所敷地面積　: 約２.０００㎡　　延べ床面積　: 約１.１５８㎡
③車両
　作業車　　　　軽油クランプ　        2台
　　　　　　　 　  LPGフォークリフト　　4台 
　運搬車　　４t平ボデー　　１台　　10t大型　１台　　２.5ｔ平ボデー　2台　
　営業車　　乗用車バン     1台
④主要設備　：　ベーラー　１号機　150馬力　・　2号機　200馬力
　　　　　　　　　　上物古紙ﾌﾚｺﾝ下ろし用　　走行クレーン　1.5ｔ　×　1基
                        自動紐取り機　　１基

4)古紙処理実績（2022年度）
　古紙販売量　　　　16，306ｔ

5)廃棄物処理料金
　古紙の買取業のみで廃棄物の処理事業行為は成していないため料金体系はなし。
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２.実施体制

　　　　　　　　　　　　　実　施　体　制　組　織　図

代表者 代表取締役社長　

環境管理責任者

事務局

　　運輸部 現業部 業務部

環境担当者 環境担当者

役   割
代表者

環境管理責任者

 

環境管理の役割分担・責務・権限

２０２２年度
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管理者

角

責任者

望月



3.『処理する再生資源等の種類、処理能力(規模）、処理方法、処理工程図』

○再生資源の種類

回収古紙　　　産業古紙　　　廃プラ　　　　燃料古紙（RPF)

○処理能力

Ave  1,400 t/月　(MAX1,650t/月)　、　　　　16,800t/年

○処理方式

・ベールマシンで梱包
・パレット積み

　業務部　：   業務管理(経理、総務、システム)・営業(仕入、販売)
　現業部　：  古紙の梱包・選別・受入計量・下ろし作業・積込出荷
　輸送部　：　古紙輸送・古紙回収

種別　　　　　　　　　　　　　持込　　　　　　　　　　　　　選別・梱包　　　　　　　　　　販売

回収古紙　　  　　　    　　　回収業者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　板紙メーカー
　選別

産業古紙　　　　　　　　　　　産業古紙業者　　　　　　　　梱包　　　　　　　　　　家庭紙メーカー

廃プラ　　　　　　　　　　　　　自社引取り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　廃プラ業者

燃料古紙(RPF）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　RPF(川越テック)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　輸出

5



4.環境目標とその実績・評価

基準年度

2023年度
（R3）

2024年度
（R4）

項　　目 単位 目標値 ％ 目標値 目標値 実績値
目標達成率

%
総合評価

1)二酸化炭素排出量の削減
ＣＯ2-

ｋｇ
154,757 154,757 100% 154,757 154,757 115,122 125.6% ○

①電力使用量の削減 kWh 195,729 195,729 100% 195,729 195,729 139,473 128.7% ○

②燃料使用量の削減　

ガソリン ℓ 2,153 2,153 100% 2,153 2,153 2,459 85.8% ×

軽油 ℓ 14,585 14,585 100% 14,585 14,585 12,553 113.9% ○

ＬＰＧ ㎏ 5,710 5,710 100% 5,710 5,710 4,704 117.6% ○

2)廃棄物排出量の削減

一般廃棄物量　ゴミ分 ㎏ 828 828 100% 828 828 718 113.3% ○

3)水道使用量の削減

㎥ 525 525 100% 525 525 453 113.7% ○

4)エコ資材の購入促進
(コピー用紙A4サイズ)

㎏ 110 110 100% 110 110 110 100.0% ○

（2017年度のCO２排出係数、日本テクノの調整後の係数 0.447kg-CO²/kWh を使用した。）

総合評価 　：　○良好　　×不十分 90%以上は目標達成　　目標値：実績値　 1-(B/A）
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目標(対基準年度)

環境目標

2022年度実績・評価

2017年度
実績

‘17年4月～
‘18年3月

2022年度
（R2）

‘22年4月～‘23年3月

注



環境活動目標 評　価

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
⑤エコ資材の購入促進 ○
評価　：　○　良好　　×　不十分　　　

月々の定時点検が効果を発揮

古紙100％及び回収古紙からの再利用
グリーン購入法指定資材の使

用(コピー用紙)

更に関係業者に鍵抜きの習慣化させるよう指
導する

車両、重機等の使用状況を再検討する
引き取り業務が増えた事による軽油の使用
量、営業等によるガソリン使用量の意識が高
まった。

分別の効果が垣間見えた。 更なる分別の強化を検討する

継続してフロート辺りに簡易ヒーターを設置、
工場の水道フローメーターを時間毎に目視点
検、異常水量が流れるのを早期に発見する

機械冷却水の節水

無駄な水洗いの節制の徹底

③廃棄物排出量の削減

紙ゴミの削減と再利用

省エネ洗濯機の購入検討。

継続的に細やかな説明によりお客様持ち込み
ごみがなくなる

トイレ洗浄水、水洗いの節水

④水道使用量の削減

健康上問題ある場合は都度温度設定の変更
を認める

ピークデマンド管理の効果大で電力使用量は
大幅に減

事務関連担当者の節電意識が高い

周知徹底し意識が高まった

5.主要な環境経営計画の内容と取組結果の評価

取　組　項　目 要　因　解　析 対　　策

エアコンの温度管理

①電力使用量の削減

不要照明の消灯 細かいスイッチ切りを意識してる為更に削減。 今後も継続的に更なる節電意識の啓蒙を行う
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②燃料使用量の削減

車両点検整備・報告の徹底

廃棄物分別の徹底

機器の不使用時電源オフと
ピークデマンド管理

車両運行効率の向上

アイドリングストップ・鍵抜きの
徹底

事務機節電と業務終了時の電
源オフ

今後も異常高温時に設定温度を都度小まめ
に変更して対応する

周知徹底し意識が高まった

6.　２０２３年度環境活動の取り組み内容

環境目標

⑤エコ資器材の利用

生ごみ以外はRPF原料向けにプレスする

③廃棄物排出量の削減

一般ゴミの削減と再利用

廃棄物分別の徹底

④水道使用量の削減
機械冷却水の節水

取組項目 内容

ベーラーの断続運転の確実な実施

エアコンの温度管理 異常高低温度時の小まめな調節

事務機器の節電、電源オフ

不要照明の消灯 うっかりミス、スイッチ切り忘れの徹底

機器の不使用時電源オフ・ピー
クデマンド管理

不使用時の電源オフ、節電設定

待機電力の節電 作業終了後の使用電力の節電徹底

車両重機の運行効率の向上 継続して、無理・無駄・ムラの排除

①電力使用量の削減

②燃料使用量の削減

車両点検整備報告の徹底

必要最小限度の使用

グリーン資器材の購入 グリーン資材の採用の研究

車両点検の義務化

アイドリングストップ 尚一層の鍵抜を徹底(お客様にも！）

水道フローメーター流量チェック徹底

トイレ洗浄水、水洗いの節水

回収箱、ゴミ箱の色分け



当社に関係する環境関連法規等は、下記の通りですが、遵守状況を2022年10月に確認した結果違反がありませんでした。

該当する要求事項 確認 確認

○

○

○

○

○

○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○

○ ○

○ ○

法第十二条第十一項 ○ ○

○

○

○

○ ○

○

○

○

○

○ ○

○

○ ※条項の内容は法規一覧表を参照ください。

○

○

○

○

○

○

○

○

○
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道路交通法

7.環境関連法規への違反、訴訟等の有無

また、関連機関からの違反等の指摘、環境関連の訴訟も過去３年間ありませんでした。

法第七十四条の三
第一項、第四項

○

道路運送車両法
法第五十六条

法第六十六条

家電リサイクル法
法第六条

令第一条

法第六十四条

法第六十五条

法第六十六条

法第七十二条

令第八十七条

法第二十二条

法第五十七条

自動車リサイクル法
法第五条 令第八十八条

法第八条

法第十二条の三第七
項

グリーン購入法 法第１００号

○

都民の健康と安全を確保
する環境に関する条例

令第一章第一条

令第八十二条

令第八十六条

令第十七条

令第二十一条の二
法第十二条の三
(則第八条の十九） 資源の有効な利用の促進

に関する法律
(リサイクル法）

法第四十八号

法第十二条六第三項

法第十二条第十一項

○法第十二条の三第五
項
法第十二条の二の十二
項

法第九条の四　　　　　　

法第四十五条 法第十六条の三(市町村条
例参照）

○

廃掃法

法第十二条
危険物の規制に関する

政令

令第一条の十二

法第十二条第二項

○
法第十二条

法第十二条の二

消防法

法第五条

○
法第三十八条 （第十三条）

法第六十一条
振動規制法 ○

法第七十六条

第四条

労働安全衛生法

法第八十八条
騒音規制法

第四条

法第十一条
自動車　Noｘ、PM法

法第十八条 法第八条

法第十九条

都道府県条例

法第十七条 法第七条

（第十三条）

法令条項 該当する要求事項 法令条項



1、      全体評価

2、      見直し・指示

①環境方針　　 見直し変更　□有　　☑無し　
➁環境経営目標及び環境経営計画　　　　見直し変更　☑有　　□無し　
③環境実施体制の取り組み　 見直し変更　□有　　☑無し　

その他指示事項　　 見直し変更　☑有　　□無し　
各自がより良い環境へ取り組む姿勢が必要である。

※代表者によるコメントについては、2023年4月7日に会議で周知。
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2023年4月21日

            王子浮間古紙センター株式会社
      代表取締役社長　　野田　豊治

8.　代表者による全体評価・見直し・指示

2017年度版ガイドラインに合わせた環境経営マニュアルの見直し及び
内容に沿った各種関連項目　文書類等の確認をした。

古紙業界も多難な状況が続いており、グローバル化の社会経済情勢を見極め企業活動、
並びに社会貢献活動を今後も推し進めていく事が私達の責務と思われます。

○  更なる重機使用による運用の軽油使用量等、来年度の目標設定に生かす事。

○  電力コストはエネルギーコストの中でも最重要項目である。
　　　引続き、現行の電力消費量低減対策を継続的に行い、常時、良い成果を上げる事。

○  環境コミュニケーションにおいて、周辺環境の美化、整理整頓は我々の事業には
　　　特に必要なことであり、継続の事。

これからもEA21活動を中心とする環境改善活動を揺るぎ無く継続し,従来のやり方にとらわれず
創意工夫を発揮し足元の難局を乗り切り、経営の中心と位置付けて展開していくものである。

古紙紙の原料が減少に伴い環境負荷も比率して低減した為、改めて新中期環境経営目標の
見直しが必要と思われます。


